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本論文の構成は,第 1章 ｢求められている学校教育｣,第 2章 ｢食青とは何か｣,第 3章
｢学校教育における食に関する教育｣,第 4章 ｢食に関する教育の実践に関する提言｣,終
章 ｢総括と今後の課題｣となっている｡
そして第 1章において,｢憲法と教育｣,｢生きる力｣,｢家庭との連携｣が検討され,憲法
の求める ｢食に関する教育｣像が示される｡第2章において,｢食膏という言葉｣,｢食育基
本法｣が検討され,食育基本法の求める食膏の意味が明らかにされる｡第3章において,｢食
に関する教育の歴史｣,｢学校給食法にみる食に関する教育の目的｣,｢食に関する教育の目
的からみた現状の学校給食の問題点｣が検討され,戦後の欠食児童を対象に始まった従来
型の学校給食では,今日求められている ｢食に関する教育｣を実施するには問題点が多い
ことが明らかにされる｡第4章において,｢学校給食における食に関する教育のあるべき姿｣,
｢新しいスタイルの学校給食｣,｢新しいスタイルの学校給食についての個別的検討｣,｢新
しいスタイルの学校給食の可能性と課題｣,｢新しいスタイルの学校給食の法的検討｣が行
われ,｢食に関する教育｣を憲法的視点から捉え直したとき,新しいスタイルの学校給食に
はそれに応えうる可能性があることが明らかにされる｡そして終章では,改めて本論文の
主張がまとめられ今後の研究の課題が示される｡
筆者小野氏は,管理栄養士であり,献立指導,栄養指導,栄養教育などに携わっており,
学校給食のあり方に多大の関心を寄せきた人物である｡
本論文の特徴は,そうした経歴を有する氏が,憲法学の観点から学校給食のあり方を検
討したことにある｡従来,学校給食のあり方について,憲法学で正面から議論されてきた
ことはそれほどなかったように思われる｡その意味で,学校給食の現場と憲法学とを架橋
し,新たな分野を切り開いたという点で,本論文は大きな意義を有する｡
次に,現在一部で始まっている新しいスタイルの学校給食については,財政面からの関
心が多かったように思われるが,これに対し,氏は,憲法学の観点からこの間題を検討し,
生存権的側面からみても問題はないし,むしろ自由主義的側面からみて望ましいと結論づ
けたところに特徴がある｡その観点から,現在行われている新しいスタイルの学校給食に
ついても,もっと踏み込むべきとの実践的提言を行っている｡
審査会では,本論文の上記意義を認めつつ,食青は始まったばかりであり,その現場で
の問題点を明らかにし,解決の方策を探ろうとしたこと,そして新しいスタイルの学校給
食の持つ憲法教育上の可能性について明らかにしたことも評価された0
また予備論文検討会では,｢申請者が求める教育理念を明確にすること｣,｢学校給食につ
いてのスタンスをより明確にすること｣,｢政策目的と人権問題を意識的に区別して論ずる
こと｣,｢それらを踏まえて,いくつかの制度設計を提示すべきこと｣などが要請されてい
たが,それら課題に応えた点も評価された｡
その上で,審査会では,｢新しいスタイルの学校給食｣に問題はないのかが論議された｡
特に,①小野氏の言う持参弁当のメリットは特殊恵まれた家庭の問題ではないのか,②給
食より格段に劣る弁当を持参する家庭もあるのではないか,③平等権はどのように処理さ
れているのか,やる以上は画一的な方が教育的に良いこともあるのではないか,子どもの
選択権は考慮されるのか,あるいは④女性の解放といった観点からこの間題はどのように
議論されるのか,⑤小学校の学校給食についてどう考えるのか,などの質疑が行われた｡
これに対し小野氏からは,(手弁当持参 ･外注弁当選択方式を導入している大阪市におい
て,外注弁当利用率は50%から30%に減少しており,弁当を持たせたい家庭が多いことが
確認できる,②家庭の弁当が給食に劣るとしても,それを改善することが将来に向けて重
要であり,その意味でも,家庭と学校との連携が求められる,③貧富の差があるとしても
そのことを認識しつつ知恵を絞ること,その上で相手を尊重する態度を学ぶことが必要で
ある,④女性の勤労支援という観点についても,選択制であれば学校給食を選択すること
も可能である,⑤小学校については高学年に対して新しいスタイルの学校給食が可能であ
るかもしれないが,その検討はこれからである等の回答がなされた｡論争の多い問題でも
あり議論は尽きなかったが,残りは今後の課題とされた｡
しかしこれらの指摘も,本論文が一応の成果を遂げたために更なる問題として意識され
てきたものであり,新しいスタイルの学校給食が広がって始めて本格的に議論されるべき
問題でもあるだろう｡その意味で,本論文は,学校給食のあり方について大きな一石を投
じるものであり,本論文が博士学位請求論文としての水準を十分満たすものであることに
ついて､審査員全員の判断は一致した｡
